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近
年
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
行
や
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、

地
球
規
模
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問

題
、
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
な

ど
、
社
会
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
、

第
５
次
大
洗
町
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

第
５
次
大
洗
町
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

地
域
主
権
の
確
立
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
域

の
創
意
工
夫
に
よ
る
個
性
豊
か
で

自
立
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
本
町
の

持
つ
様
々
な
地
域
資
源
を
積
極
的

に
活
用
し
、
よ
り
一
層
魅
力
に
あ

ふ
れ
た
元
気
な
大
洗
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
平
成
31
年
度
を
目

標
年
次
と
す
る
第
5
次
大
洗
町
総

合
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
本
計
画
を

指
針
と
し
、
将
来
都

市
像
で
あ
る
「
人
が

輝
き　

海
が
育
む　

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
大

洗
」
を
目
指
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　総合計画は、地方自治法

第２条第４項に基づき策定するものであ

り、本町では平成12年３月に策定した「第４次

大洗町総合計画」をまちづくりの基本指針として、様々

な施策を展開してきました。

　しかし、社会経済情勢がめまぐるしく変化するこの時代に

おいて、自治体を取り巻く環境も大きく変化しており、それぞ

れの自治体は様々な課題の中で、多様化する住民ニーズに的確

に対応し、行動していくことが求められています。

　このような状況のもと、魅力あるまちづくりを進めてい

くために、町の主要施策の概要を明らかにし、計画的

かつ安定的な行政運営を行うことを目指し、ま

ちづくりの総合的な指針として新たな総

合計画を策定するものです。

総合計画策定の趣旨

■人口の推移と目標
　目標年次における本町の人口は、現人口の流出を
抑え、新たな住環境を創出し人口の流入を図りなが
ら、概ね18，000人を目標とします。
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■計画の時期は次の通りです

　子どもからお年寄りまであらゆる年齢層の
人々が、心身ともに健康で生きがいをもちなが
ら生活する喜びを感じ、希望ある毎日を送るため
に、町民一人ひとりが健康や福祉、暮らしの安
全について考え、地域の支え合いの中でい
きいきと暮らすことができるようなま
ちづくりを進めます。

支え合い、安心して支え合い、安心して

暮らせるまちづくり暮らせるまちづくり

　まちづくりの主役である町民一人ひとり
が町や地域へ愛着と誇りをもち、積極的にまが町や地域へ愛着と誇りをもち、積極的にま
ちづくりに参加するという意識のもと、町民ちづくりに参加するという意識のもと、町民
と行政のパートナーシップを築き、それぞと行政のパートナーシップを築き、それぞ
れの責任と役割を果たす中で、相互にれの責任と役割を果たす中で、相互に
補完する協働のまちづくりを進め補完する協働のまちづくりを進め
ます。ます。

住民参加・協働による住民参加・協働による

まちづくりまちづくり

　人間性の基本である優しさやたくましさを備えた豊か
な心をもつ人材を育むとともに、「大洗に住みたい、大洗な心をもつ人材を育むとともに、「大洗に住みたい、大洗
に住み続けたい」という地域への愛着と誇りをもつ人を育に住み続けたい」という地域への愛着と誇りをもつ人を育
み、その思いを受け止める住環境や就業環境づくりを進み、その思いを受け止める住環境や就業環境づくりを進
めながら、地域全体の活力へとつなげるために、豊めながら、地域全体の活力へとつなげるために、豊
かな人間性をもった地域を支える人づくりとかな人間性をもった地域を支える人づくりと

活力ある産業づくりを進めます。活力ある産業づくりを進めます。

地域を支える人と地域を支える人と

産業を育むまちづくり産業を育むまちづくり

　豊かで美しい自然環境を大切にし、自然
と共生した暮らしの中で、地域の資源であると共生した暮らしの中で、地域の資源である
海からもたらされる「食」「健康」「癒し」「交流」海からもたらされる「食」「健康」「癒し」「交流」
など様々な恵みを日常生活や地域産業を通など様々な恵みを日常生活や地域産業を通
じて町民が享受することにより、魅力じて町民が享受することにより、魅力
と活力にあふれたまちづくりを進と活力にあふれたまちづくりを進
めます。めます。

自然と共生し、海を自然と共生し、海を

活かしたまちづくり活かしたまちづくり

将将 来来 都都 市市 像像

●基本構想　平成22年度から平成31年度までの10年間とします。
●基本計画　平成22年度から平成26年度までの５年間を前期基本計画期間とします。
●実施計画　３年間を計画期間とし、毎年度見直しを行います。

毎年度見直し

年度 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

実施計画 実施計画

前期基本計画（５年間） 後期基本計画（５年間）

基本構想（10年間）

実施計画
実施計画

実施計画

実施計画

まちづくりの基本姿勢まちづくりの基本姿勢

人が輝き
　　海が育む
　　　　　ふれあいのまち大洗



2010. ５.12　広報おおあらい　（4）

　

す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
福
祉
環
境
の

整
備
や
子
育
て
支
援
、
さ
ら
に
は
各
種
健

康
診
査
の
充
実
や
健
康
づ
く
り
の
啓
発
・

支
援
策
を
行
い
、
生
涯
を
通
じ
て
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

主
要
施
策

　

○ 

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
保
育
所

（
園
）
運
営

　

○
医
療
費
の
負
担
軽
減
の
充
実

　

○ 

地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り

　

○
生
き
が
い
対
策

　

○
介
護
予
防
の
推
進

　

○
子
育
て
環
境
の
充
実

　

○
育
児
支
援
の
強
化

　

○
健
康
増
進
事
業
の
充
実

　

○
地
域
医
療
の
充
実

　

○
食
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　

○ 

指
導
者
育
成
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援

　

○
図
書
機
能
の
充
実

　

○ 

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
対
策
推

進

　

○ 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進

　

○
芸
術
文
化
活
動
の
振
興

　

○
文
化
財
の
保
護
と
活
用

　

教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
、
特
色
あ

る
き
め
細
や
か
な
教
育
施
策
を
展
開
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
社
会
教
育
の
環
境
を
整
え
ま

す
。

　

ま
た
、
文
化
財
の
保
存
に
努
め
、
後
世

に
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
町
民
が
様
々

な
芸
術
、
文
化
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

主
要
施
策

　

○
教
育
の
充
実

　

○
教
育
環
境
の
整
備

　

○
児
童
・
生
徒
の
健
全
な
育
成

　

○
生
涯
学
習
活
動
の
推
進

１
福
祉
・
健
康

 
安
心
し
て
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

　

身
近
な
自
然
環
境
を
守
り
、
地
球
規
模

の
環
境
問
題
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、
町

民
が
一
体
と
な
っ
て
快
適
で
住
み
よ
い
ま

ち
を
実
現
し
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
や
防
犯
・
防
災
の
推

進
に
努
め
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

主
要
施
策

　

○
循
環
型
地
域
社
会
の
構
築

　

○
美
化
意
識
の
高
揚

　

○
消
費
生
活
活
性
化
事
業
の
推
進

　

○ 

新
・
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進

　

○
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
の
策
定

　

○
環
境
対
応
車
の
普
及
促
進

　

○
交
通
事
故
防
止
対
策
の
強
化

　

○
住
民
安
全
の
確
保

　

○
防
災
体
制
の
強
化

　

○
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化

２
生
涯
学
習

人
と
文
化
を
育
む

い
き
が
い
の
ま
ち

３
生
活
環
境

自
然
環
境
と
共
生
し

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
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上
下
水
道
や
道
路
・
住
宅
な
ど
、
都
市

機
能
の
整
備
は
将
来
に
お
い
て
も
欠
か
す

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
計
画
的
な
整
備
を

進
め
快
適
な
生
活
空
間
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
河
川
・
海
岸
や
港
湾
の
整
備
を
進

め
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

４
都
市
整
備

 
快
適
な
生
活
空
間

の
ま
ち

主
要
施
策

　

○
水
道
施
設
の
整
備

　

○
公
共
下
水
道
の
整
備
促
進

　

○
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進

　

○
道
路
環
境
の
整
備

　

○
公
共
交
通
の
活
性
化

　

○
宅
地
開
発
の
推
進

　

○
定
住
促
進
の
支
援

　

○
海
岸
の
活
用
と
美
化

　

○
港
湾
機
能
の
強
化

　

○
景
観
行
政
へ
の
取
り
組
み

　

多
く
の
来
訪
者
が
訪
れ
る
本
町
。
新
た

な
取
り
組
み
や
各
種
産
業
と
の
連
携
を
通

し
て
、
特
色
あ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
水
産
業
・
農
業
で
は

産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
商
工
業
で
は
地
域

の
特
色
を
活
か
し
た
振
興
策
を
進
め
、
賑

わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
実
現
し
ま
す
。

　

原
子
力
産
業
で
は
、
研
究
開
発
の
支
援

な
ど
を
通
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

ま
す
。

主
要
施
策

　

○
来
訪
者
の
受
入
体
制
の
整
備

　

○
食
文
化
の
創
造

５
産
業
・
観
光

活
力
と
賑
わ
い

あ
ふ
れ
る
ま
ち

　

○
観
光
資
源
の
保
全

　

○
品
質
の
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　

○
経
営
基
盤
の
確
立
と
団
体
の
育
成

　

○
環
境
の
保
全
と
交
流
の
促
進

　

○ 

地
場
産
業
・
特
産
品
の
開
発
・
販
路

拡
大
の
促
進

　

○
商
店
街
活
性
化
事
業
の
支
援

　

○
原
子
力
研
究
開
発
の
拠
点
化

　

○
原
子
力
産
業
の
創
出
・
育
成

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
で
す
。
町

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
広
域
化
や
社
会
の
情
報
化
・
国

際
化
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。
同
時
に
行
財
政
の
分
野
で
も
、
効
率

的
な
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
男
女
が
と
も
に
尊
重
さ
れ
、
社

会
で
活
躍
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
に
努
め
ま
す
。

主
要
施
策

　

○
広
報
広
聴
活
動
の
充
実

　

○
町
民
参
画
の
推
進

　

○
情
報
公
開
の
推
進

　

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

　

○
多
様
な
連
携
の
推
進

　

○
行
政
改
革
の
推
進

　

○
財
政
の
健
全
化

　

○
情
報
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

　

○
国
際
交
流
活
動
の
促
進

　

○ 

各
種
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
推
進

６
自
治

と
も
に
力
を
合
わ
せ
て

つ
く
る
ま
ち

問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
内
線
２
１
３
）



期日 時　間 場　所 期日 時　間 場　所
5
月
18
日
（
火
）

　9:30～　9:50 祝 町・ 亀 屋 商 店 前 5
月
20
日
（
木
）

10:00～10:20 髭 釜・ 道 祖 神 前
10:00～10:50 幕末と明治の博物館前 10:40～11:00 船 渡 集 会 所 前
11:05～11:20 大 洗 神 社 大 鳥 居 前 11:10～11:30 桜道児童公園（南荘前）
11:30～11:50 第一分団前・明神町公園 13:00～13:35 大 貫 集 会 所 前
13:30～13:50 二 丁 目・ 観 音 堂 前 13:50～14:30 角 一 集 会 所 前
14:05～14:55 五 反 田 集 会 所 前

5
月
19
日
（
水
）

　9:30～　9:50 西 福 寺 前 5
月
21
日
（
金
）

10:00～10:20 松 川・ 岡 野 肥 料 店 前
10:05～10:40 す し や 太 海 前 10:35～10:50 松 川 集 落 セ ン タ ー 前
10:55～11:15 ゆっくら健康館東側駐車場 11:05～11:25 神 山 集 落 セ ン タ ー 前
11:30～11:50 永 町 会 館 前 13:00～13:40 農 業 会 館 前
13:30～14:05 掘 割 集 会 所 前 13:55～14:30 シルバー人材センター前
14:20～15:00 大 洗 駅 前

※町の行事として実施するのは、年１回となっておりますのでご注意ください。 問合せ／生活環境課（内線244）

―お詫びと訂正―
広報おおあらい4月号（P4）に掲載した、「生涯学習・教育分野の主な事業」について次の通り訂正してお詫びいたします。
誤）５北海道洋上研修事業　6,700万円　→　正）670万円
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情報クリップ情報クリップ情報クリップ
INFORMATION

大洗町役場

☎267-5111

学
生
の
皆
さ
ん
へ

学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国

民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保

険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
学
生
に
つ
い
て
は
、

在
学
中
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
こ
ん
な
制
度
で
す

・ 

申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、

そ
の
期
間
は
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
と
と
も
に
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・ 

万
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
重
い
障

害
が
残
っ
た
と
き
も
、
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に

国
保
・
年
金

含
ま
れ
ま
す
。

※ 

被
保
険
者
に
な
っ
た
後
に
保
険

料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
資
格
期
間
に
反
映
さ
れ
な

い
た
め
こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

 　
「
年
金
な
ん
て
ま
だ
先
の
話
」

と
考
え
ず
に
、
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
場
合
は
、
学
生
納
付

特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
対
象
と
な
る
方

　

20
歳
以
上
で
大
学
（
大
学
院
），

短
大
、
高
専
、
各
種
学
校
な
ど
に

在
学
す
る
方
で
、
学
生
本
人
の
前

年
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の

方
。

※ 

本
人
以
外
の
家
族
の
所
得
状
況

は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

◆
手
続
に
必
要
な
も
の

・ 

学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
の

コ
ピ
ー

・
印
か
ん

◆
追
納
に
つ
い
て

　

納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

た
め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す

が
、
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
期
間
に
つ
い
て
は
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

付
（
追
納
と
い
い
ま
す
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

満
額
の
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
卒
業
後
に
保
険
料
を
追
納

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

 

（
内
線
１
５
９
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
方
へ

『
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
』

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
証
は
今
年
度
も
８
月
１
日
か

ら
新
し
い
も
の
に
更
新
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
に
納
め

忘
れ
に
な
っ
て
い
る
分
が
あ
る

と
、
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が

短
く
な
る
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、
高

額
療
養
費
な
ど
の
医
療
給
付
に
制

限
を
受
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

お
手
元
の
納
入
通
知
書
を
確
認

の
う
え
、
お
早
め
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

 
（
内
線
１
５
７
）

狂犬病予防注射と犬の登録受付日程狂犬病予防注射と犬の登録受付日程
　生後３カ月以上の犬を飼っている方は、必ず毎年１回、飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせることが、
義務付けられています。また、新たに犬を飼い始めた方や登録を済ませていない方は、飼い犬の登録が
必要です。
　ついては下記の日程により「狂犬病予防注射」と「犬の登録受付」を実施いたしますので、お知らせ
いたします。なお、料金は注射料及び注射済票交付手数料が3,500円、登録料が3,000円です。
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文
化
・
教
養
・

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

福
祉

い
き
い
き
体
育
祭
の

日
程
の
お
知
ら
せ

　

例
年
、
６
月
に
実
施
し
て
い
る

い
き
い
き
体
育
祭
を
、今
年
度
は
、

７
月
２
日
（
金
）
に
実
施
し
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
広
報
お
お
あ
ら
い
６

月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

 

（
内
線
１
５
１
）

母
子
家
庭
等
自
立
促
進
講
習
会

訪
問
介
護
員
２
級
課
程 

受
講
者

受
講
対
象
者
／

　

次
の
要
件
を
満
た
す
方

・
母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦

・ 

母
子
家
庭
と
な
り
お
お
む
ね
７

年
以
内
で
全
日
程
出
席
で
き
、

今
後
就
労
を
希
望
し
て
い
る

方
。

募
集
人
員
／
30
名

受
講
期
間
／
平
成
22
年
６
月
27
日

か
ら
平
成
22
年
11
月
21
日
（
土
、

日
曜
日
18
日
・
平
日
４
日
間
）

時
間
／
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

一
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

ナ
イ
タ
ー
施
設
を
開
放
し
ま
す

期
限
／
10
月
31
日
ま
で

時
間
／
19
時
〜
21
時

料
金
／
町
内
者
１
万
３
０
０
円

募　
　

集

大
洗
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部 

部
員

　

新
入
部
員
を
募
集
い
た
し
ま

受
講
手
続
／

　

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付

し
、
５
月
25
日
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
等
は
福
祉
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

講
習
会
場
及
び
申
込
先
／

　

県
立
母
子
の
家 

母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
水
戸
市
八
幡
町
11-

52
） 

☎
（
２
２
１
）
８
４
９
７

受
講
料
／
無
料

※ 
保
険
料
及
び
実
習
時
の
細
菌
検

査
料
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
／

・ 

２
歳
以
上
児
を
対
象
と
し
た
託

児
所
利
用
（
有
料
）
が
で
き
ま

す
。

・ 

講
習
修
了
後
所
得
に
応
じ
て
交

通
費
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ
／
福
祉
課 

子
育
て
支
援

係
（
内
線
１
５
３
）

　
　
　

町
外
者
２
万
６
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

今
回
は
、
参
加
全
チ
ー
ム
か
ら

各
２
名
出
場
い
た
だ
き
「
ホ
ー
ム

ラ
ン
競
争
」
を
行
い
ま
す
。
上
位

入
賞
者
に
は
、
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

　

町
内
会
や
職
場
で
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
／
６
月
20
日
（
日
）

《
予
備
日
》
６
月
27
日
（
日
）

受
付
／
８
時
20
分
ま
で

会
場
／
大
洗
町
総
合
運
動
公
園

資
格
／
町
内
に
居
住
、又
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

参
加
費
／
１
チ
ー
ム

　
　
　
　

２
，
０
０
０
円

部
門
／
各
部
門
３
位
ま
で
表
彰

○
お
父
さ
ん
の
部
（
40
歳
以
上
）

○
フ
リ
ー
の
部
（
中
高
生
の
チ
ー

ム
も
可
）

○
レ
デ
ィ
ー
ズ
の
部

申
込
期
間
／
５
月
14
日
（
金
）
〜

６
月
４
日
（
金
）

申
込
方
法
／
参
加
申
込
書
に
記
入

の
上
、
夢tow

n

大
洗
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
、
又
は
生
涯
学
習
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
生
涯
学
習
課
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。

※ 

申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
夢tow

n

大

洗
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
（
２
６
７
）
１
５
１
５

　大洗町役場の開庁時間が現在の「午前８時 30分
～午後５時 30分」から「午前８時 30分～午後５
時15分」に変更となります。今後も業務の効率的な
実施による住民サービスの向上に努めてまいりますの
で、みなさまのご理解をお願いいたします。

変更日　平成22年７月１日（木）

　毎週水曜日は住民課・税務課・会計課の業務時間を
午後６時30分まで延長しておりますのでご利用くだ
さい。

問合せ／総務課 人事係（内線231）

※ 人事院勧告に基づき、国家公務員の勤務時間が、
平成21年４月１日に１日８時間から７時間45
分となりました。準じて職員の勤務時間を変更す
るものです。

７月１日（木）より
役場の開庁時間が変わります

す
。ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
／
町
内
在
住
者
及
び
町

内
に
勤
務
先
の
あ
る
方

部
費
／
入
会
金
２
，
０
０
０
円

　
　
　
（
入
会
時
の
み
）

　
　
　

年
会
費
２
，
０
０
０
円

競
技
／
年
６
回
大
洗
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
に
て
大
会
開
催
（
特
別
優
待
料

金
に
て
プ
レ
ー
可
）

申
込
先
／
事
務
局 

飯
田 

功

　

☎
（
２
６
７
）
５
０
３
５

問
合
せ
／
副
部
長 

照
沼 

瑞
雄

　

☎
（
２
６
６
）
１
２
０
０
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水
戸
地
方
法
務
局
証
明
書
交

付
窓
口
が
那
珂
湊
支
所
内
に

開
設
さ
れ
ま
す

　

６
月
７
日
（
月
）
か
ら
那
珂
湊

支
所
内
に
証
明
書
交
付
窓
口
が
開

設
さ
れ
、不
動
産
登
記
及
び
商
業
・

法
人
登
記
に
関
す
る
登
記
事
項
証

明
書
等
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

場
所
／
那
珂
湊
支
所
内

（
ひ
た
ち
な
か
市
和
田
町
２
丁
目

12
番
１
号
）

利
用
時
間
／
【
平
日
】
９
時
〜
12

時
・
13
時
〜
16
時
30
分

登
記
印
紙
／
那
珂
湊
支
所
内
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
水
戸
地
方
法
務
局 

不

動
産
登
記
部
門

☎
（
２
２
７
）
９
９
２
２

茨
城
県
職
員
採
用
上
級
試
験

　

平
成
22
年
度
茨
城
県
職
員
採
用

上
級
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
試
験
案
内
又
は
県
人
事

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格
／
昭
和
56
年
４
月
２
日

く
ら
し
等

〜
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

※ 

資
格
を
必
要
と
す
る
職
種
な
ど

は
こ
れ
に
よ
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※ 

募
集
す
る
職
種
に
よ
っ
て
、
一

定
の
資
格
・
免
許
（
取
得
見
込

み
を
含
む
。）
を
必
要
と
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

試
験
日
／
第
１
次
試
験
日
：
６
月

27
日
（
日
）

人
数
／
募
集
す
る
職
種
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
試
験
案
内
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
「
い
ば
ら
き
電
子
申

請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
か
ら
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

か
、
県
庁
や
県
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
配
布
す
る
申
込
書
に
ご
記
入
の

上
、
県
人
事
委
員
会
事
務
局
あ
て

に
郵
送
（
簡
易
書
留
）
又
は
持
参

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
／
５
月
25
日
（
火
）

問
合
せ
／
県
人
事
委
員
会
事
務
局 

☎
（
３
０
１
）
５
５
４
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.ibaraki.

jp/bukyoku/iinkai/jinji/

募　
　

集

わ
く
わ
く
科
学
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

新
規
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
／
大
洗
町
又
は
隣
接
の

市
町
村
に
在
住
さ
れ
て
い
る
高
校

卒
業
以
上
の
方

応
募
期
限
／
６
月
30
日
（
水
）

活
動
範
囲
／

①
か
ん
た
ん
工
作
指
導
（
平
日
：

13
時
〜
16
時
の
１
時
間
程
度
《
月

２
回
程
度
》）

②
年
間
イ
ベ
ン
ト
支
援
《
年
４
回

程
度
》

応
募
条
件
／

①
科
学
館
の
活
動
に
関
心
が
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
教
育

指
導
へ
の
熱
意
が
あ
る
方

税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
採

用
Ⅲ
）
試
験

　

平
成
22
年
度
税
務
職
員
採
用
試

験（
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ（
税
務
））

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格
／
平
成
元
年
４
月
２
日

〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方試
験
の
程
度
／
高
等
学
校
卒
業
程

度受
験
申
込
書
請
求
先
／

①
最
寄
り
の
税
務
署
（
総
務
課
）

②
関
東
信
越
国
税
局 

人
事
第
二
課

③
人
事
院
関
東
事
務
局

受
付
期
間
／
６
月
22
日
（
火
）
〜

６
月
29
日
（
火
）
ま
で

試
験
日
／

【
第
１
次
試
験
】
９
月
５
日
（
日
）

【
第
２
次
試
験
】
10
月
14
日
（
木
）

〜
10
月
21
日
（
木
）
ま
で
の
間
の

指
定
す
る
１
日

試
験
種
目
／

【
第
１
次
試
験
】
教
養
試
験
、
適

性
試
験
及
び
作
文
試
験

【
第
２
次
試
験
】
人
物
試
験
及
び

身
体
検
査

受
験
申
込
書
提
出
先
／

　

第
１
次
試
験
を
管
轄
す
る
人
事

院
各
地
方
事
務
局
。

　

な
お
、
関
東
信
越
国
税
局
管
内

の
試
験
地
を
管
轄
す
る
地
方
事
務

②
無
償
で
参
加
可
能
な
方
（
交
通

費
・
昼
食
代
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

※ 

な
お
、
採
用
は
面
談
の
後
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
典
／
①
大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
引
換
券
２
枚
②

大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館
招
待
券
10

枚
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
に
よ

り
、
科
学
館
の
施
設
・
設
備
・
器

材
の
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法
／

①
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
科
学
館
受
付
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※ 

申
込
書
は
、
科
学
館
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

②
メ
ー
ル
で
ご
応
募
さ
れ
る
方

は
、
左
記
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
を

お
送
り
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
お

申
し
込
み
に
つ
い
て
の
ご
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

※ 

面
接
日
に
つ
い
て
は
、
別
途
科

学
館
担
当
者
よ
り
面
接
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
独
立
行
政
法

人 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 

大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館

☎
（
２
６
７
）
８
９
８
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

E-m
ail:tom

ioka.shioko@
jaea.

go.jp

（
担
当
：
富
岡
）

局
は
、
次
の
通
り
。

【
人
事
院
関
東
事
務
局
】

〒
３
３
０-

９
７
１
２

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都

心
１
番
地
１ 

さ
い
た
ま
新
都
心

合
同
庁
舎
１
号
館

問
合
せ
／
関
東
信
越
国
税
局 

人

事
第
２
課 

試
験
係

☎
０
４
８
（
６
０
０
）
３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
５
、２
０
９
７
）
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「健康増進施設　ホロルの湯」（城里町）

営業時間／午前10時～午後９時

料　　金／大人800円、小人400円

　○土・日、祝日は大人1,000円、小人500円

　○午後５時からは大人500円、小人300円

　○プール利用（別途）大人100円、小人50円

定 休 日／毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

住　　所／東茨城郡城里町下古内1829－ 3

問 合 せ／☎288 - 7775

「第８回『道の市』笠間ハンドメイドフェア

in弁天町」（笠間市）

日　時／６月５日（土）、６日（日）

　　　　午前10時～午後５時　※雨天決行

　　　　（６日は午後４時まで）

会　場／笠間駅前通りの一部

　　　　（ 一般車両を通行止めにして路上で実施し

ます。）

問合せ／商工観光課　☎0296 - 77 - 1101
　　　　（内線517）

　　　　 「道の市」笠間ハンドメイドフェア in

弁天町実行委員会事務局

　　　　（さくらガス株式会社内）

　　　　☎0296 - 72 - 0119

と な り の ま ち か らと な り の ま ち か ら

役場窓口時間延長のお知らせ
＜５月中旬～６月上旬＞

　次の日程で住民課・税務課・会計課の業務
時間を午後６時 30分まで延長しています。
どうぞご利用下さい。

　◆5月19日（水）　◆5月26日（水）
　◆6月   2 日（水）　◆6月   9 日（水）

心
配
ご
と
相
談

相
談
日
／
６
月
４
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時　

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

中
央
公
民
館 

図
書
室

貸
出
時
間
／

９
時
30
分
〜
16
時
30
分 

休
室
日
／
毎
週
月
曜
日 

新
着
本
／
「
兇
弾
」
逢
坂 

剛 

著

／
「
水
死
」
大
江 

健
三
郎 

著

●大洗文化センター● ☎266-2442 今　月　の

納　

期

軽自動車税（全期）

納期は５月31日（月）

までです。

町の人口と世帯
（３月末現在）

人　口　　18,322人 （＋９）
　男　　　　9,030人 （＋２）
　女　　　　9,292人 （＋７）
世帯数　　6,987世帯 （＋24）
 （前月比較）
転入　　91人　　転出　71人
出生　　10人　　死亡　26人

大好きいばらきネットワーカー
 委嘱状が交付されました

　３月19日、茨城県庁講堂において、大好きい

ばらきネットワーカー委嘱状交付式が行われまし

た。大好きいばらきネットワーカーとは、県民運

動の趣旨・情報発信及び普及や、地域活動の実施

や調整（ネットワークの拡張）などの活動を行う

県民運動の地域推進員のことで、県内のすべての

市町村において、現在1,460名の方々が活動して

おります。

　大洗町では、下記の

10名の方がネットワー

カーとして委嘱されてお

り、今後の更なる活躍が

期待されます。

＜大好きいばらきネットワーカーの皆さん＞
　飯島　佐智子さん、石井　きみさん

　小野瀬　勇二さん、櫻永　友信さん　

　佐藤　和子さん、篠原　耕造さん

　下川原　偗さん、関根　早苗さん 　　

　名畑　吉子さん、橋本　一誠さん

月 日 曜 催　事　内　容 開始時間 開催場所 入場方法

5
19 水 介護事業所管理者講習会

（茨城県長寿福祉課） 9:00 ホール 関係者

23 日 講演会
（ヴェレン大洗SV） 13:00 ホール 関係者

6 13 日 おらが茨城の唄民謡大会
（茨城県民謡協会） 10:00 ホール 一　般
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「おめぇげのじっちさん、ばっぱさんの話さ、聞かしてもらえっけ？」「おめぇげのじっちさん、ばっぱさんの話さ、聞かしてもらえっけ？」

～じっちさん、ばっぱさんのお話を聞きに行きます！！～～じっちさん、ばっぱさんのお話を聞きに行きます！！～

　先月、右図のように写真で掲載した「聞き歩き大百科」を作
る中で、私達は、漁業関係では漁師、漁師の奥さん、いさばや
等の大変興味深いお話しを聞くことができました。しかし、大
洗には海辺ならではの職業が、まだまだたくさんあります。例
えば、漁具、魚網、造船、釣り具、遊漁船、採藻などです。他
にも、我々が気づいていない職業がたくさんあるかもしれませ
ん。そんなお仕事の内容を詳しく聞きたいと思っています。そ
こで商店街でお買い物頂いている皆様に、お話を聞きに行きま
す。日程は、曲がり松百円商店街が開催される、７月 10 日、
10月７日、１月 15日の予定です。当日、海の大学の青いのぼ
り旗を見かけたら、お気軽に声を掛けてください。
　ご本人以外でも、「昔のお話知っているよ。」という方、大歓
迎です。手仕事の時代の業、機械化が進みどう変化したのか？
大洗は時代と共にどのような移り変わりをしてきたのか？などなど・・・。どんな些細な事でも結構ですので、
お聞かせください。
　先月に引き続き、メールやＦＡＸの募集も行なっておりますので、下記まで、ご連絡ください。
直接のお越しも大歓迎です。

夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ

祝町小体育館（奇数月第２金曜日）
５月 14日、７月９日、９月 10日、11月 12日

一中体育館（奇数月第４金曜日）
５月 28日、７月 23日、９月 24日、11月 26日

夏海小体育館（偶数月第２金曜日）
６月 11日、10月８日、12月 10日

大貫小体育館（偶数月第４金曜日）
６月 25日、８月 27日、10月 22日

夢town大洗スポーツクラブ事務局

大洗町成田町1626  TEL・FAX　267-1515

受付時間　火曜日から土曜日　８：30～17：00

「とんぼ玉初心者」　5/12、6/9　　　　　　「磯遊び」　5/16
「旬の魚料理」　　　5/19、6/19　　　　　「ヨット」　5/23、6/6、6/20
「貝あわせ」　　　　5/26、6/23　　　　　「磯釣り」　5/29
問合わせ　　ＮＰＯ法人大洗海の大学　ＴＥＬ029-266-3322　ＦＡＸ029-267-5417
　　　　　　Ｅ -mail　umi@anco-oarai.org　　ＵＲＬ　http://anco-oarai.org

5・6月の開催案内

５月の第２金曜日からスポーツ広場（無料）を開催しますので是非遊びに来て下さい。

キンボール

ユニカール

曲がり松百円商店街出展模様（’09.7.）



行
政
相
談
委
員
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

「
め
ざ
そ
う 

住
み
よ
い 

ま
ち
づ
く
り
」

行
政
相
談
委
員
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

改善後
道路段差
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例
え
ば
、
下
の
写
真
の
よ

う
に
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
望

ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

こ
ん
な
時
、
行
政
相
談
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
山
崎 

正
さ
ん
が
行
政
相
談
委
員
と

し
て
活
動
し
て
お
り
、
次
の

と
お
り
、
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

ご
相
談
は
、
無
料
・
秘
密

厳
守
で
す
。

日
時
／
５
月
21
日
（
金
）

　
　
　

10
時
〜
正
午

場
所
／
役
場
２
階 

会
議
室

問
合
せ
／
町
長
公
室

 

（
内
線
２
１
２
）

◆
行
政
相
談
に
つ
い
て
の
問
合
せ

　

総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

　

☎
（
０
５
７
０
）
０
９
０
１
１
０

想随 想随　

春
と
は
い
え
冬
の
よ
う
な
日
々
が
続
い
て
い
る
昨
今
、

海
外
友
好
都
市
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
ニ
ー
シ
ョ
ー
ピ
ン
市

か
ら
高
校
生
５
名
を
含
め
た
10
名
の
使
節
団
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
時
期
は
桜
も
終
わ
っ
て
い
る
頃
な
の
に
、
大

洗
に
は
季
節
外
れ
の
雪
が
降
り
使
節
団
を
待
っ
て
い
た
か

の
よ
う
に
、
桜
の
開
花
を
遅
ら
せ
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

　

平
成
18
年
５
月
当
時
、
ヨ
ー
ラ
ン
・
フ
ォ
シ
ュ
ベ
リ

イ
市
長
を
始
め
関
係
者
を
お
迎
え
し
て
虹
の
友
好
都
市
を

締
結
し
て
、
今
回
初
め
て
の
使
節
団
を
お
迎
え
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
締
結
の
合
意
事
項
は
「
両
国
文
化

の
情
報
交
換
」、「
高
齢
者
福
祉
及
び
身
体
障
害
者
に
関
し

て
の
情
報
交
換
」、「
教
育
に
関
し
て
の
情
報
交
換
」、「
青

少
年
同
士
の
往
来
に
よ
る
交
流
」、「
両
自
治
体
の
企
業
の

交
流
」
を
交
流
の
中
心
に
据
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20
年
８
月
に
は
交
流
の
趣
旨

に
沿
っ
て
わ
が
町
か
ら
10
名
の
中
学
生
を
派
遣
し
、
そ

し
て
今
回
わ
が
町
が
使
節
団
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
す
。

　
「
よ
う
こ
そ
大
洗
へ
」
の
気
持
ち
を
持
っ
て
開
催
し
た

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
使
節
団
長
の
ア
デ
ル
・
ベ
ル

ゲ
ン
ト
フ
ト
議
長
か
ら
「
大
洗
町
の
地
に
立
つ
こ
と
が
出

来
て
感
激
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
若
い
生
徒
達
は
、
私

た
ち
の
未
来
そ
の
も
の
で
す
。
人
と
人
が
直
接
会
う
こ
と

は
誠
実
な
人
間
関
係
を
作
る
た
め
の
基
本
で
す
。
私
た
ち

を
お
招
き
い
た
だ
い
た
こ
と
、
そ
し
て
寛
大
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
略
）」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
当
時
大
洗

町
か
ら
派
遣
し
た
10
名
の
子
供
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、

受
付
か
ら
司
会
進
行
な
ど
英
語
を
上
手
に
使
い
な
が
ら
立

派
に
展
開
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
姿
は
ま
さ
に
国
際
化
に

　

大
洗
町
長　

小
谷
隆
亮　

遠
方
よ
り
友
来
る　

〜
青
少
年
に
夢
と
希
望
を
〜

対
応
出
来
る
人

材
が
わ
が
町
か

ら
着
実
に
育
っ

て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
友
好
の
締

結
を
し
た
こ
と

の
重
み
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　

滞
在
中
は
町

内
の
ご
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
な
が
ら
、
日
本

の
家
庭
文
化
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
を
訪

問
し
、
南
中
で
は
、
生
け
花
や
桜
餅
作
り
と
習
字
を
体
験

し
、
一
中
に
お
い
て
は
、
和
服
の
着
付
け
や
茶
道
な
ど
、

日
本
の
伝
統
文
化
を
堪
能
し
ま
し
た
。
わ
が
町
の
生
徒
達

も
ま
た
楽
し
く
直
接
ふ
れ
あ
い
の
中
で
会
話
や
活
動
が
出

来
て
、
新
た
な
夢
や
希
望
が
持
て
た
の
で
は
な
い
か
と
推

察
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
原
子
力
施
設
見
学
で
は
、
ニ
ー
シ
ョ
ー
ピ
ン

市
が
、
原
子
力
研
究
開
発
を
世
界
規
模
で
進
め
る
ス
タ
ズ

ビ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
本
拠
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

子
供
た
ち
も
原
子
力
に
関
心
が
あ
り
、
将
来
に
対
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
子
供
達
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
学
さ

れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

わ
が
町
で
は
、
外
国
か
ら
使
節
団
を
迎
え
入
れ
る
の
は

初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本
原
子
力
機
構
大
洗

工
学
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
国
際
的
な
研
究
開
発
の
中

核
的
な
拠
点
と
し
て
、
以
前
か
ら
国
際
会
議
等
が
頻
繁
に

行
わ
れ
、
外
国
の
方
を
た
く
さ
ん
迎
え
入
れ
る
環
境
で
交

流
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
わ
が
町
の
青
少
年
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て

国
際
化
時
代
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
、
国
際
交
流
の
充
実

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

アデル・ベルゲントフト議長と小谷町長アデル・ベルゲントフト議長と小谷町長
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まちのできごと　クローズアップまちのできごと　クローズアップ

　町消防団は、３月28日大洗港第４埠頭において、
団員の基本となる訓練礼式と、団本部と各分団が連絡
を取り合う無線通信訓練を実施しました。
　訓練内容は、分団員各自の、気をつけの姿勢・敬礼
の動作などを行い、また、災害を想定して各分団の管
轄区域をポンプ車で巡回し、被害状況報告の無線通信
訓練を実施しました。

春寒の中消防団の
春季訓練を実施しました

「大洗町生活ガイド」をご活用ください

　生活習慣の違いから、外国人と日本人の間にトラブルが起
きることがあります。
　「ゴミ出しの日時を守らない」「夜間、点灯しないで自転車
に乗るから危ない」「夜中までアパートで騒いでいる」…
　これらは外国人の皆さんが、日本で生活するための基本的
なルールを知らないまま暮らしていることが引き起こしてい
ると考えられます。外国人の皆さんが「こういう時はどうし
たらいいの？どこに聞けばいいの？」という疑問を解消する助
けになればと思い、一般的な日常生活のルールをまとめた「大
洗町生活ガイド」（インドネシア語版、中国語版、英語版、ひ
らがな版）を作成しましたので、ぜひご活用ください。住民
課の外国人登録窓口にも備えてありますのでご一読ください。
問合せ　大洗町国際交流協会事務局
　　　　（大洗町まちづくり推進課内 内線214）

　３月26日、常陽銀行大洗支店の横田一
人支店長が町を訪れ、町内の小学校１年生
に防犯ブザー160個が寄贈されました。
　この寄贈は、平成17年の常陽銀行大洗
支店創立70周年記念事業の一環として行
われたもので、今年で６回目となります。
　地域の方々が安心して生活できる地域社
会づくりに貢献させていただきたいという
思いと、児童一人ひとりの安全確保につな
がればという願いから寄贈されました。

小学校新１年生に
防犯ブザーを寄贈（常陽銀行）

（左より）飯島教育長、小谷町長、横田支店長

大洗町生活ガイド
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　３月 28日、町立第一中学校体育館において、中国人
研修生の有志チーム12名と第一中学校と南中学校の両
バスケットボール部員との交流試合が行われました。
　この試合は、スポーツを通して友好を深めようと、昨
年誕生した大洗町の中国人研修生によるバスケットボー
ルチームの申し出を受け、実現したものです。
　試合後、中学生からは「中国人研修生が身近に感じら
れるようになった。いい経験になった。」中国人研修生か
らも「楽しく試合ができて嬉しかった。またお願いしま
す。」と話していました。

中国人研修生と町内中学生
バスケットボール親善交流試合が行われました！

　大洗町漁協女性部による直営店「大洗町漁協　か
あちゃんの店」のオープンイベントを４月18日に
開催し、22日から大洗町魚市場前に開店しました。
　18日には、大勢の行楽客が訪れ、大洗港で水揚
げされた旬の海の幸を使ったシラス丼などに舌鼓を
打ち、格安のホッキ貝やつみれ汁には長い行列がで
きるなど、賑わいをみせました。 

「大洗町漁協　かあちゃんの店」が
オープンしました

　３月 31日、役場庁舎において、第３子以
上のお子さんの小学校就学時に最高10万円
を支給する「浜っ子すこやか報奨金」授与式
が行われました。
　今回の該当者は14名。お子さんと保護者が
出席し、小谷町長が「おめでとう」と声を掛け
ながら、各親子に報奨金を手渡しました。子ど
もたちは祝儀袋を受け取り「ありがとうござい
ます」と元気にお礼の言葉を返していました。

「浜っ子すこやか報奨金」授与式
－子育て支援策として10万円－
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前
の
時
期
か
ら
営
業
し
て
い
る
一
丁
目
の
弥
八
郎
、
大
貫
町
の
い
せ
や

な
ど
の
店
舗
に
加
え
、
髭
釜
町
の
ほ
そ
の
や
、
新
町
の
ニ
コ
ニ
コ
な
ど
が

こ
の
時
期
に
営
業
を
開
始
し
、
子
供
達
の
た
ま
り
場
と
な
り
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
外
で
遊
ぶ
児
童
の
数
は
徐
々
に
減
少
し
、
あ
る
い
は
店
主
の
高

齢
化
の
問
題
に
よ
り
、
店
じ
ま
い
し
て
し
ま
う
店
舗
が
増
え
て
き
ま
す
。

こ
の
事
に
よ
っ
て
、
昭
和
40
年
代
ま
で
は
各
町
内
に
あ
っ
た
店
舗
が
、
限

定
さ
れ
た
店
に
子
供
た
ち
が
集
中
す
る
傾
向
が
出
て
き
ま
す
。

　

味
付
け
に
は
、
し
ょ
う
ゆ
・
ソ
ー
ス
の
ミ
ッ
ク
ス
や
カ
レ
ー
粉
が
加
わ

り
、
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ビ
ー
ス
タ
ー
な
ど
、
新
し
い
具
材
が
混
ぜ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
具
材
は
１
種
類
で
は
な
く
、
３

種
類
、
５
種
類
を
入
れ
る
の
が
普
通
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
１
色
、
３

色
、
５
色
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
す
。
販

売
価
格
は
１
０
０
〜

２
０
０
円
と
、
物
価

を
反
映
し
た
値
段
と

な
り
ま
す
。

　

最
近
で
も
、
閉
じ

て
し
ま
っ
た
店
、
新
し

く
オ
ー
プ
ン
し
た
店

な
ど
あ
り
、
磯
浜
町

を
中
心
に
10
店
程
度

の
店
で
た
ら
し
を
食

べ
る
事
が
で
き
ま
す
。

（
町
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
） 懐

か
し
の
味
・
た
ら
し

５　

昭
和
50
年
代
以
降
の
た
ら
し

「うちのペット自慢」「うちのペット自慢」

～自慢のペット写真募集中！～～自慢のペット写真募集中！～
【申込方法】直接又は郵送、電子メールにより
必要事項を記載し、下記までお申込みください。
【必要事項】
①飼い主さんのお名前、住所、連絡先
②ペットの名前、種別、性別、年齢
③紹介コメント（５０字程度）
【注意事項】
・写真は１枚のみ
・ 画質、サイズはこちらで調整させていただきます
ので、あらかじめご了承ください。
申込み・問合せ
住　所／〒311-1392
　　　　大洗町磯浜町6881-275
　　　　大洗町役場 町長公室 広報係
TEL／ 029（267）5111（内線212）
E-mail：koushitsu@town.oarai.ibaraki.jp

大貫町・小沼酒店さん宅の
ロジャー

（シェルティ・オス・８才）

僕の仕事はお店番とワンワンパトロール（散歩）です。
見かけたら声をかけて下さい。ヨロシクだワン。

田代　翔
しょう

瑚
ご

くん

（五反田３区　平成21年11月生まれ）
お父さん　健一さん　お母さん　かおりさん
「翔瑚は、パパとママの宝物です 」

増田　妃
ひ

奈
な

乃
の

ちゃん（後ろ）、友
ゆ

妃
き

奈
な

ちゃん

（新町10区　平成17年3月生まれ、平成21年8月生まれ）
お父さん　隆志さん　お母さん　良恵さん
「いつまでも仲良しでいてね 」

大
洗
町
の
歴
史
を
見
つ
め
て
40

増えた具材
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〔
評
〕
犬
は
人
に
、
猫
は
家
に
と
い
う
の
に
、
作
者
の
飼
猫
は

格
別
に
人
に
懐な

つ

い
て
い
る
よ
う
だ
。

き
ら
き
ら
と
た
ゆ
た
ふ
川
の
流
れ
つ
つ
涸
沼
の
水
の
ゆ
っ
た
り

と
し
て 

永
町
四
区　

川
上　

ひ
さ

〔
評
〕
川
に
は
満
ち
潮
、
引
き
潮
が
あ
る
。
そ
の
お
り
お
り
の

趣
き
風
情
に
作
者
は
詩
を
感
じ
る
。

春
立
ち
て
日
々
雪ゆ

き

催も
よ

ひ
の
空
昏
く
今
宵
風
花
ち
ら
つ
き
染
め
ぬ

 

祝
町
十
区　

佐
藤　

毅

〔
評
〕
作
者
の
手
堅
い
作
風
と
す
る
ど
い
感
性
は
人
の
知
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
更
な
る
御
精
進
を
。

梅
の
花
冷
た
き
風
に
耐
え
つ
つ
も
香
り
お
こ
し
て
春
を
し
待
た
ん

 

新
町
十
区　

打
田　

照
子

〔
評
〕
春
に
魁さ

き
が
け
て
花
を
咲
か
す
梅
。
寒
風
の
中
に
も
春
の
い

の
ち
を
宿
そ
う
と
し
て
い
る
景
を
詠
む
。

わ
た
な
か
の
一
山
の
木
々
冬
枯
れ
て
鵜
の
排
泄
物
が
枝
に
乾
け
り

 

桜
道
五　

猿
田　

彦
太
郎

〔
評
〕「
わ
た
な
か
」
海
中
。
こ
の
様
な
状
景
を
北
海
道
最
果
て

の
国
立
公
園
で
み
た
こ
と
が
あ
る
。

杳と
お

き
日
に
仄ほ

の

か
な
想
い
寄
せ
し
人
逝
け
る
便
り
に
ひ
と
り
寂
し
む

 

金
沢
一
区　

古
渡　

節
子

〔
評
〕
人
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
生
活
が
あ
る
。
時
に
杳
き
想
い
出

も
あ
ろ
う
。
併
し
人
生
は
今
が
至
福
。

散
り
染
め
し
銀
杏
並
木
の
は
ら
は
ら
と
流
さ
れ
ゆ
け
り
光
り
放
ち
て

 

永
町
六
区　

鬼
澤　

の
ぶ
子

〔
評
〕
聳そ

び

え
立
つ
銀
杏
の
落
葉
の
舞
い
散
る
景
は
、
私
達
の
心

に
大
き
な
感
動
を
伴
う
。

女
々
し
い
と
人
言
い
し
か
ど
七
回
忌
妻
へ
の
挽ば

ん

歌か

い
く
つ
を
詠
め
り

 
夏
海　

木
野
内　

清
太
郎

〔
評
〕
作
者
は
も
の
に
感
動
し
て
次
々
と
歌
を
詠
む
。
亡
き
奥

様
へ
の
挽
歌
も
更
に
詠
ま
れ
た
い
。

道
順
を
教
え
し
後
に
建
物
の
良
き
目
印
の
あ
る
に
気
付
き
ぬ

 

永
町　

身
内　

ゆ
み

〔
評
〕
人
に
問
は
れ
充
分
で
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
心
残
り
が

し
た
。
よ
く
あ
る
事
だ
。
う
ま
く
纏
め
て
い
る
。

小
笠
原
諸
島
に
発
つ
と
う
客
船
を
病ま

窓ど

よ
り
見
お
り
冷ひ

さ
め雨
降
り
つ
つ

 

南
清
水
一
区　

広
木　

チ
イ

〔
評
〕
豪
華
と
も
見
え
る
客
船
が
小
笠
原
へ
向
う
と
い
う
。
作

者
は
病
院
の
窓
よ
り
見
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

老
い
て
病
む
ひ
と
日
寂
し
き
夕
暮
れ
を
牡
丹
散
ら
し
て
風
吹
き

ぬ
け
る 

成
田
町
五
十　

清
宮　

し
げ

〔
評
〕
作
者
の
心
情
を
よ
く
言
い
得
て
い
る
。
牡
丹
の
花
の
あ

ざ
や
か
さ
が
む
し
ろ
佗
し
さ
を
呼
ぶ
。

信
ず
る
も
訝い

ぶ
か
る
も
紙
一
重
に
て
販
売
員
の
言
葉
索あ

な
ぐる

 

新
町
六
区　

関
根　

秀
子

〔
評
〕
言
葉
巧
み
に
説
得
す
る
物
売
り
、
或
い
は
、
と
惑
う
作

者
の
心
の
う
ち
が
見
え
て
く
る
。

川
岸
の
鷗
ら
の
群
鳴
き
交
わ
し
北
へ
帰
る
ら
し
夕
ぐ
れ
の
空

 

祝
町
三
区　

桐
原　

す
み

﹇
評
﹈
鷗
ら
は
春
と
と
も
シ
ベ
リ
ア
方
面
に
帰
る
。
し
っ
か
り

と
実
景
を
捉
え
て
詠
ん
で
い
る
歌
と
し
て
好
感
を
抱
く
。

心
地
よ
き
朝
の
目
覚
め
よ
生
か
さ
る
る
老
い
し
わ
が
身
の
今
日

の
始
ま
り 

永
町
二
区　

田
山　

り
ゑ

﹇
評
﹈
九
十
に
手
の
届
く
お
年
に
な
っ
て
も
、
佳
い
歌
を
詠
ま

れ
る
。
な
お
お
元
気
で
作
歌
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

戸
を
繰く

れ
ば
宵
に
つ
も
り
し
樹
々
の
雪
今
朝
し
ら
じ
ら
と
青
空
に
映は

ゆ
 

新
町
二
区　

高
崎　

夫
左
江

〔
評
〕
例
年
に
な
く
雪
の
降
る
日
が
続
い
た
。
雪
の
景
観
も
ま

た
格
別
で
あ
る
。

星
影
の
ワ
ル
ツ
に
合
わ
せ
輪
に
な
り
て
友
等
と
歌
う
心
和
み
て

 

永
町
七
区　

秋
山　

ま
さ
子

﹇
評
﹈
ナ
ツ
メ
ロ
の
一
つ
、
遠
く
過
ぎ
来
し
て
来
た
時
代
に
、
心

寄
せ
合
う
忘
年
会
で
あ
ろ
う
。

娘こ

の
姑は

は

が
「
こ
の
度
の
旅
は
格
別
」
と
喜
び
な
が
ら
伝
え
て
来
た
り

 

寺
釜
八
区　

小
野
瀬　

保
子

〔
評
〕
娘
の
嫁
ぎ
先
で
あ
ろ
う
。
し
き
り
に
喜
び
を
伝
え
て
く

る
と
い
う
の
だ
。
嬉
し
さ
の
伝
わ
る
一
首
。

坪
庭
の
淡
い
紫
サ
フ
ラ
ン
に
母
を
偲
び
ぬ
草
を
引
き
つ
つ

 

寺
釜
九
区　

佐
藤　

よ
し
子

〔
評
〕
狭
い
庭
な
が
ら
紫
色
の
六
弁
花
は
な
つ
か
し
い
。
囲
り

の
雑
草
を
取
り
つ
つ
亡
き
母
を
思
う
。

汐
風
を
冷
た
く
頬
に
受
け
な
が
ら
春
さ
む
ざ
む
と
若
草
を
踏
む

 

寺
釜
九
区　

三
村　

住
江

〔
評
〕
三
寒
四
温
、
と
り
わ
け
今
年
の
寒
さ
は
酷
し
い
。
も
う

す
で
に
草
々
の
芽
生
は
出
で
い
る
と
い
う
の
に
。

帰
り
来
る
子
等
を
小
猫
は
玄
関
に
眼

ま
な
こ
丸
め
て
じ
っ
と
待
ち
い
る

 

永
町
六
区　

笹
目　

孝
子

おおあらい歌壇 ●勝山一美選

桜の花びら（春の雪）
桜の花びらが舞って
大喜びの園児達（*^_^*）

恵泉保育園恵泉保育園ぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリーぼくとわたしのちびっ子ギャラリー

★ 園のホームページを開設★ 園のホームページを開設
しております。フォトアしております。フォトア
ルバムで園生活の様子をルバムで園生活の様子を
紹介しておりますので、紹介しておりますので、
ご覧下さい。携帯の場合ご覧下さい。携帯の場合
は、Google の検索サイは、Google の検索サイ
トからどうぞ。トからどうぞ。
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アクアワールド大洗の仲間たちアクアワールド大洗の仲間たち

　今回は、温かいサンゴ礁の海で暮らすウミ
ガメ「タイマイ」についてのお話です。タイ
マイは、黄色の地に黒褐色のモザイク模様の
綺麗な甲羅をしています。磨くとさらに輝き
を増すことから、べっ甲として装飾品に加工
されていました。べっ甲目的で乱獲され絶滅
のおそれがあるため、今では捕獲することが
禁止されています。
　水族館で飼育しているタイマイは、2006
年 9月に魚網に絡まって弱っていたところを保護したものです。首と右前足にひどい
傷があったのですが、今は完治し元気に泳いでいます。「沖縄の海」展示水槽で、熱帯
魚と一緒にのんびり生活をしています。
　タイマイのえさは海綿という生物です。岩の表面に苔のように張りついている海綿を
かじりとって食べるため、鋭くとがった口先をしています。水族館では海綿を入手する
ことができないので、魚の切り身をえさとして与えています。それでも順調に成長して
いますので、問題はないようです。 魚類展示課　横田　由紀子

女性特有のがん検診推進事業のお知らせ女性特有のがん検診推進事業のお知らせ

－タ イ マ イ－

健健康
づく
りコー

ナー

健康
づく
りコー

ナー

お元
気で
すか
？保健師で
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＜子宮頚部がん検診（無料クーポン券）の対象となる方＞

年齢 生年月日

20歳 平成元年4月2日～平成 2 年4月1日

25歳 昭和59年4月2日～昭和60年4月1日

30歳 昭和54年4月2日～昭和55年4月1日

35歳 昭和49年4月2日～昭和50年4月1日

40歳 昭和44年4月2日～昭和45年4月1日

＜ 乳がん（視触診・乳房レントゲン検査）検診
（無料クーポン券）の対象となる方＞

年齢 生年月日

40歳 昭和44年4月2日～昭和45年4月1日

45歳 昭和39年4月2日～昭和40年4月1日

50歳 昭和34年4月2日～昭和35年4月1日

55歳 昭和29年4月2日～昭和30年4月1日

60歳 昭和24年4月2日～昭和25年4月1日

※年齢は、４月１日が基準となります。
※ 乳房レントゲン検査は、2年に1回の受診となりますので、昨年乳房レントゲンを受診された方は、検診
手帳のみお送りいたします。

　がんは我が国において、昭和 56年から死亡原因の第 1位を占めています。女

性特有の子宮がんや乳がんは年々増えていますが、検診受診率はなかなか向上し

ません。

　そのため、昨年より、国の事業として特定の年齢に達した女性に対して、子宮

がん乳がんに関する正しい健康意識の普及のための検診手帳と検診費用が無料になるクーポン券をお送りし

て、子宮がん・乳がん検診の受診勧奨を実施しています。

　今年度も対象となる方へ、検診手帳とクーポン券を準備ができ次第お送りいたしますので、ぜひご活用く

ださい。


